
基
本
計
画

土木総務費

災害に対する備えを充実する

スクールゾーン内危険ブロック塀等除却事業

8

土木管理費

第 4 章

1 項

款 土木費

( 1 )

安心して健やかに暮らせるまち

H22

　　危険なブロック塀の所有者で希望する者に積極的な除却促進を図るため、本制度を活用した助成を

目1

事　業　名

スクールゾーン内危険ブロック塀等除却推進事業費

予
算
科
目

小　事　業

第 7 節

自然災害による被害を軽減する

53件 43件除却件数

取　組　実　績

H20主な指標項目

　行った。

2　危険なブロック塀等の所有者への除却及びそれに対する補助制度の広報活動の実施

　　市ホームページ及び市報への掲載による広報活動を実施した。

H19

132件

目的及び事業内容

　地震発生時における通学路など一般の通行の用に供する道路に面したブロック塀等の倒壊による事故
を未然に防止し、児童、生徒をはじめとする通行人の安全を確保するため、危険度の高いブロック塀等
を除却及び除却跡地に軽量な塀等を設置する者に対して補助金を交付し除却推進を図るもの。
［除却補助］除却面積１㎡当たり4,000円、限度額15万円
［新設補助］補助率1/3、限度額　設置長さ1ｍ当たり4,000円を乗じて算定した額
            又は10万円のいずれか低い額

H21H18

1　スクールゾーン内危険ブロック塀等除却推進事業制度による所有者への除却費用軽減の実施

59件

成　　　　果

27件

国(県)支出金
予算の執行状況

予算額

3,473,000

　所有者の自己責任意識の向上により、通学路などの一般の交通の用に供する道路に面した危険なブ
ロック塀等の除却が推進され、地震におけるブロック塀等の倒壊による事故を未然に防止し、児童、生
徒など通行人の安全が確保された範囲が拡大している。

（単位：円）

成果に係る評価

地方債

決算額

　通学路など一般の通行の用に供する道路に面した塀等が改善され、地震発生時におけるブロック塀等
の倒壊による事故を未然に防止し、及び通行人の安全を確保することに役立っている。

2,786,000 2,786,000

その他 一般財源

決算額の財源内訳
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1

2

調査による増減数

H22.4.1現在

　管理灯数調べ（Ｈ23.3.31現在）

45△ 11 △ 5

北上本庁

376

6,178

5640 12 1

30

6,610 1,427

新
　
設

工    事

寄    贈

その他 40

2,320 1,061

0 00

633

河北

3

雄勝

561

桃生

1,422

70

3

447

0 3 00

4 3

0

0 5,7674,904

10,520 3,76645,725 5,693 79,343

計

1,242 454

3,677

461

2,3218,720

10,078

00 0

8,276合計

4,559

2,581 2,782

462 128 273 0

牡鹿桃生 北上

予算の執行状況

79,342,92184,514,936 79,342,921

予算額 決算額

決算額の財源内訳

その他 一般財源国(県)支出金 地方債

（単位：円）

4

12

△ 11

成果に係る評価

　街路灯を整備することにより通行車両と歩行者の安全が確保され、道路管理の健全化が図られるた
め、今後も継続していく必要がある。
　総合支所管内において、街路灯と防犯灯をすみ分けしたことにより管理する街路灯数が増加した。電
気料等の抑制と環境を考慮しＬＥＤ化を進めていく。

合計

0

4 1

1,063

442

13,029

計

2,327 1,0134661,062

牡鹿

△ 22

河南地区

（単位：灯）

消耗品費

光熱水費

498

6,365 59,821

422

3,34433,083

日常生活を支える道路網を形成する

第 2 節

(単位：千円）

道路橋りょう費

　道路利用者の安全が確保され、道路管理の健全化が図られる。

(1)　修繕要望に迅速に対応するため、本庁、総合支所毎に対応した。

道路街路灯新設について

道路街路灯維持修繕について

第 6 章

2 項

13,561

地域の個性が輝き融和するまち

道路街路灯管理事業

道路橋りょう総務費 ( 2 )

地域間連携により、大きな魅力を創出する

道路街路灯等管理費

河南

3,179 0 0

地区 本庁

予
算
科
目

事　業　名

　道路利用者の安全を確保し、道路管理の健全化を図る。
　　道路街路灯整備
　　　街路灯新設　　　　1式
　　　街路灯寄贈　　　　1式
　　　街路灯修繕　　　　1式

款

目的及び事業内容

8 土木費
基
本
計
画

目1

小　事　業

取　組　実　績

成　　　　果

修 繕 料

工 事 費

(1)　新規及び寄贈により設置した。

0

　平成22年度街路灯管理費実績

(2)　工事費用を節減するため、電柱への添架による設置を実施した。

1,302 1,638

(3)　新設要望に迅速に対応するため、本庁、総合支所毎に工事を実施した。

河北 雄勝

1,9993,989
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　 生活環境の向上が図られた。

実施事業概要　　　

年度

事業費

内容

1,661千円

側溝　Ｌ=64.0ｍ

（1件）

快適な生活環境を実現できる地域にする

生活を支える基盤をつくる( 2 )

8 款 土木費
基
本
計
画

目

道路橋りょう費

道路橋りょう総務費

予
算
科
目

第 6 章

1

事　業　名 私道舗装等助成事業

地域の個性が輝き融和するまち

2 項 第 3 節

小　事　業 私道舗装等助成費

目的及び事業内容

　生活環境の向上を図る。
  私道の整備に対し、舗装又は道路反射鏡の整備に要する工事費の55/100、側溝の整備に要する工事費
の70/100を補助する。

取　組　実　績

地域住民複数で利用する私道の整備に対し、助成を行っている。

成果に係る評価

 　生活環境の改善に向けて、助成制度を続ける。

成　　　　果

H22H21

予算の執行状況
国(県)支出金 地方債

3,000,000 1,661,000

その他

決算額の財源内訳

予算額 決算額

1,661,000

一般財源

（単位：円）

6,000千円

（5件）

舗装　Ａ=563.2㎡

側溝　Ｌ=194.5ｍ
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【道路台帳統合整備業務】

○

○ 124,950千円

○

○

年度別支払額

100％ 0％

H21 H22(繰越分含む)

H21：60,060千円 H22：17,460千円

数量

式

式

km

路線

式

式

2,081

2,835

1

1

1

1

路線網図統合化計画

道路台帳統合化

調書統合化

管理システム導入

ハードウェア購入

項目

デジタル空中写真撮影

全体計画

委託金額

デジタルオルソ作成 555.8

0％555.8

1 式

100％

地域間連携により、大きな魅力を創出する

第 6 章
基
本
計
画

地域の個性が輝き融和するまち

第 2 節

日常生活を支える道路網を形成する

　道路及び用地の適正管理を図る。

道路台帳整理事業

道路橋りょう総務費 ( 2 )

道路用地等管理費

道路橋りょう費

1

款

2 項

土木費

目的及び事業内容

事　業　名

小　事　業

目

予
算
科
目

8

0％ 100％

95％ 5％

予算の執行状況
予算額 決算額

17,470,000 17,460,000

（単位：円）

17,460,000

一般財源

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他

成果に係る評価

　現在、本庁及び各総合支所毎に調整、保管されている道路台帳を統合することにより効率的な道路管
理が図られる。

0％ 100％

95％ 5％

H23（繰越）：47,430千円

km²

成　　　　果

0％ 100％

95％ 5％

取　組　実　績

業務内容

平成21年12月21日～平成23年12月21日

統合化計画

100％ 0％

道路及び用地の適正管理が図られた。

履行期間

　道路台帳の作成の根拠となる道路法では、作成にあたっての一定要件は示されているものの、具体的
手法については明示されていないため、合併前の旧1市6町での整備内容が一致されていない状況であ
った。
　以上のような状況を改善するため、市町村合併推進体制整備費補助金を活用して、道路台帳の統合化
に向け、平成21年度にはデジタル空中写真撮影や統合化計画の作成等を行い、平成22年度において道路
台帳平面図及び調書の統合、管理システムの導入を行う予定であったが、平成23年3月11日に発生した
東日本大震災により、雄勝及び北上総合支所が被災したため、管理システム導入が未実施となった。
　このことから、履行期限を平成23年3月15日から12月21日に変更した。

km²
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5,168 4,980

205回6,708 21,648

4,442

11,150

14,990

0 0

2,867 5,169

2,2890 3,990

1,347

北上河南 桃生河北

0 0

（単位：千円）

1式12,728

120,287

299,296㎡

20,370㎡

358㎥

79,521

2,867 1,179

5,198

992

7,6521,230

予算の執行状況

計地区

計 4,648

雄勝 牡鹿

委託料 926

成果に係る評価

　市道維持補修事業を継続して行うことにより、通行車両と歩行者の安全が確保され、道路管理の健全
化が図られることから、今後も継続していく必要がある。

1,595 1,720融雪剤費 3,722

1,358 3,448

2,4842,953

77,074,200370,215,869 336,669,495

1,504 660

10,460

予算額 決算額

計

国(県)支出金 地方債

本庁

3　除融雪費実績

0

711

0

259,595,295

7,115 10,757

3,751 1,824

5,255

0

4,398

3,921 0

一般財源

北上 牡鹿

（単位：円）

計

32,746

67,161

実施数量

その他

実施数量

日常生活を支える道路網を形成する

　通行車両と歩行者の安全を確保し、道路管理の健全化を図る。
　　道路維持補修工事　　　1式
　　舗装補修業務　　　　　1式（直営施工を含む）
　　除融雪対策業務        1式
 　 その他業務　　　　　　1式

決算額の財源内訳

5,828

2,109 3,337

0

4,268

2,847

7,815その他

52,690

除草

側溝浚渫 6,422

舗装補修

12,594

8 土木費
基
本
計
画

2

款

2 道路橋りょう費

小　事　業

目

　（単位：千円）

地区

成　　　　果

36,638

3,633

9件

11,920

北上

予
算
科
目

取　組　実　績

道路維持費

目的及び事業内容

事　業　名 道路維持補修事業

地域の個性が輝き融和するまち

項 第 2 節

2　舗装補修業務について

　(2)　最小の経費にて最大の効果が得られる工法を採用し、実施した。

第 6 章

地域間連携により、大きな魅力を創出する

( 2 )

1　道路維持補修工事について

　(1)　要望のあった箇所の緊急性、公共性等により実施箇所を選択した。

　(1)　効率的及び早急な対応を可能とするため、本庁及び各総合支所毎に契約し、実施した。

市道管理関係費、直営補修等関係費

　(1)　極力、路面の平坦性を保つため、全幅か片側施工となるように実施した。

3　除融雪対策について

　(2)　緊急的な補修に対応するため、本庁及び各総合支所毎に契約を行い、実施した。

（単位：千円）

 通行車両と歩行者の安全が確保され、道路管理の健全化が図られた。

件数

1　道路維持補修工事について

89件

本庁 計河北

3件

桃生

2　業務等委託（その他委託料）実績

地区 本庁 河北 雄勝 河南

7,667

53件

176,7446,829

5件 7件

104,483

牡鹿桃生

金額

河南雄勝

3,965

7件

13,072

5件

28,808
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計画延長3,250ｍのうち平成22年度までに1,740ｍ実施。

中埣橋石巻大橋伊原津一丁目線舗装改良工事

Ｌ＝80ｍ 事業費：2,272千円

　わだち掘れや損傷が著しい道路面について、舗装オーバーレイや打ち換え舗装による路面復旧を実施
した。路面の排水性や騒音等も考慮し、工法検討の上実施している。

通行車両の安全が確保され、地区内交通が円滑となり沿線地域の環境保全が図られた。

舗装改良工事

H22

内容

年度

実施事業概要

Ｌ＝80ｍＬ＝1,660ｍ

2,272,200

89,357千円 2,272千円

その他

（単位：円）

2,272,200

予算の執行状況

成　　　　果

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 一般財源

第 2 節

2,272,200

事　業　名 幹線市道舗装改良事業

目的及び事業内容

　全体計画　　Ｌ=3,250ｍ
　・地区内交通の円滑化
　・通行車両の安全確保
　・沿線地域の環境保全

成果に係る評価

　円滑な車両通行のため、他事業との調整を図りながら早期完了に努める。

舗装改良工事

H21まで

2

事業費

項 道路橋りょう費

小　事　業 道路新設改良事業費

目 道路新設改良費 ( 2 )

予
算
科
目

4

款

取　組　実　績

地域の個性が輝き融和するまち

地域間連携により、大きな魅力を創出する

8 土木費
基
本
計
画

日常生活を支える道路網を形成する

第 6 章
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実施事業概要　

年度

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

6,116千円

6,116,2506,116,250 6,116,250

成果に係る評価

　円滑な車両通行や歩行者の安全確保のため、早期完了に努める。

Ｌ=1,020ｍ

H22

成　　　　果

道路改良工事道路改良工事

H21まで

事業費

内容

予算の執行状況

Ｌ=116ｍ

予
算
科
目

第 6 章

4 目 道路新設改良費

2 項

小　事　業 道路新設改良事業費

取　組　実　績

事　業　名 石井閘門水押堤防線道路改良事業

目的及び事業内容

　長年市民から要望を受けており、国土交通省北上川下流河川事務所と協議を重ね、平成15年に測量実
施。
　その後、河川事務所の占用許可を受けて、平成17年度から整備工事に着手、平成22年度は国の臨時交
付金事業を活用しながら整備を実施した。

道路橋りょう費 第 2 節

　全体計画　　Ｌ=1,240ｍ　Ｗ=8.0ｍ
　・地区内交通の円滑化
　・歩行者等の安全確保
　・交通量に対応した道路機能の向上

全体計画延長 1,240ｍのうち、平成22年度までに1,136ｍが完了。　

地区内交通の円滑化が図られ、歩行者等の安全が確保された。

103,576千円

8

地域間連携により、大きな魅力を創出する

( 2 ) 日常生活を支える道路網を形成する

地域の個性が輝き融和するまち款 土木費
基
本
計
画
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平成20年度から用地取得に着手。

実施事業概要

予算の執行状況

（単位：円）

予算額

その他

決算額

決算額の財源内訳

12,453,00012,453,000

成果に係る評価

　宮城県が実施している「ほ場整備」に合わせて用地を取得し、平成23年度で取得が終了予定。本工事
については、他事業との優先順位を考慮し、財政状況等を見極めながら有効性や効率性について熟慮し
て、事業着手時期を決定していく。

一般財源

H22

整備のための用地取得が図られた。

12,453千円12,453千円

Ａ=5,930㎡

用地費

年度 H21

8

12,453,000

国(県)支出金 地方債

小　事　業

　全体計画：幅員Ｗ=10ｍ、延長Ｌ=4,100ｍ、橋梁2基、用地費（ほ場整備事業区域内）Ａ=30,255㎡
　・地区内交通の円滑化・歩行者、通行車輌の安全確保を図る。

取　組　実　績

事　業　名

目的及び事業内容

予
算
科
目

道路新設改良事業費

目4

款

道路新設改良費 ( 2 )

第 2 節2 地域間連携により、大きな魅力を創出する

地域の個性が輝き融和するまち第 6 章

三輪田地区ほ場整備用地取得事業

土木費
基
本
計
画

日常生活を支える道路網を形成する

項 道路橋りょう費

　旧河北町時代に、狭隘道路整備のため地域住民から要望を受け、ほ場整備の進捗に併せて用地を取得
した。
　平成20年12月に石巻市、宮城県東部地方振興事務所、石巻市北方土地改良区の三者で用地取得に関す
る覚書締結。

成　　　　果

用地費

Ａ=6,050㎡

事業費

内容
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宮城県では平成19年度から河川事業に着手し、石巻市から県への委託は平成20年度から実施。

実施事業概要　

H21まで年度

用地補償

H22

用地補償

小　事　業 道路新設改良事業費

事　業　名

目的及び事業内容

河北長尾線・山崎馬鞍線道路整備事業

　宮城県が実施する一級河川皿貝川総合流域防災事業に併せ、市道河北長尾線、山崎馬鞍線の改築工事
を実施し、洪水時における治水安全度の向上及び皿貝川左岸の河北・北上地区内の交通の円滑化を図
る。
　なお、本事業は県受託事業として実施されるものである。

取　組　実　績

　旧北上町時代から、狭隘道路整備のため地域住民から要望を受け、宮城県の河川整備事業に併せて県
に道路整備を委託。
　平成20年8月に石巻市と宮城県で改築工事に関する基本協定締結。

日常生活を支える道路網を形成する目 道路新設改良費 ( 2 )

基
本
計
画

地域の個性が輝き融和するまち

地域間連携により、大きな魅力を創出する

予
算
科
目

第 2 節

8

4

款 土木費 第 6 章

2 項 道路橋りょう費

築堤工・道路工築堤工・道路工

11,750千円委託費

内容

成果に係る評価

　宮城県が実施している「河川改修事業」に併せて事業を進捗させる。

成　　　　果

　洪水時における治水安全度の向上及び皿貝川左岸の河北・北上地区内の交通の円滑化が図られた。

44,250千円

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

50,00039,750,000 11,750,000 11,700,000
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実施事業概要

道路改良工事 道路改良工事

Ｌ=366ｍ Ｌ=354ｍ

21,022千円

( 2 )

H21 H22

道路改良工事Ｌ=185ｍ

　車両通行の円滑化や歩行者の安全が確保され、交通量に対応した道路機能の向上が図られた。

南経塚鹿又線道路改良事業

2

小　事　業

日常生活を支える道路網を形成する

基
本
計
画

南経塚鹿又線改良事業費

予
算
科
目

道路橋りょう費

4 道路新設改良費

第 2 節

Ｈ20

平成20年度から事業着手。

成　　　　果
H22繰越　29,048千円

事業費 69,200千円

取　組　実　績

事　業　名

年度

H21繰越　 6,000千円

　平成20年度から事業着手、引き続き国からの補助を受けて実施していく。

内容
詳細設計・用地購入

8

目的及び事業内容

　全体計画　　Ｌ=1,650ｍ　Ｗ=9.5～12.0ｍ
　・地域間交通の円滑化
　・歩行者等の安全確保
　・交通量に対応した道路機能の向上

地域の個性が輝き融和するまち第 6 章

地域間連携により、大きな魅力を創出する項

款

目

土木費

21,022,300

地方債 その他

11,028,000

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 一般財源

38,000千円

成果に係る評価

　円滑な車両通行や歩行者の安全確保のため、国からの交付金を受けながら早期完了に努める。

（単位：円）

予算の執行状況

1,394,3008,600,00050,070,000
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実施事業概要

その他

事業費

H22H21年度

内容 耐震補強工事 耐震補強工事

4,797,88583,990,000 35,710,885 17,413,000 13,500,000

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 一般財源

成果に係る評価

　住吉跨線橋については平成21年度で耐震化が完了し、緊急時の輸送路としての機能が確保された。中
埣橋の耐震化については、引き続き国からの補助を受け早期完了に努める。石巻大橋については震災復
興基本計画に基づき整備を検討する。

8

自然災害による被害を軽減する

小　事　業

土木費
基
本
計
画

中埣橋石巻大橋伊原津一丁目線橋りょう耐震補強事業費

目

51,400千円

成　　　　果

予
算
科
目

第 4 章

5

款

2

　全体計画：　耐震補強3橋（住吉跨線橋、中埣橋、石巻大橋）、架替え1橋（蛇田新橋）
　事業内容：　耐震補強…落橋防止装置（緩衝チェーン）、変位制限装置（アンカーバー）、縁端拡幅
             （縁端部コンクリート拡幅）、橋脚補強（橋脚コンクリート巻立て）、架け替え…2径間
　事業目的：　歩行者等の安全確保、交通量に対応した道路機能の向上、災害に対する安全性の向上を
            図る。

H23繰越 48,230千円

31,660千円

　歩行者等の安全確保、交通量に対応した道路機能の向上、災害に対する安全性の向上が図られた。

項

事　業　名

目的及び事業内容

取　組　実　績

　住吉跨線橋は平成20年度から事業着手し、平成21年度で耐震化が完了。平成21年度から中埣橋に着
手。

安心して健やかに暮らせるまち

第 7 節 災害に対する備えを充実する

　平成20年度から橋りょうの耐震補強工事に着手しており、引き続き国からの補助を受けて実施してい
く。

道路橋りょう費

橋りょう新設改良費 ( 1 )

橋りょう耐震補強事業
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実施事業概要　

32,000千円

H22

区画線Ｌ＝22,575ｍ

歩道工Ｌ＝　 236ｍ

防護柵Ｌ＝　 222ｍ

照明灯 1基

30,000千円

H21

歩道工Ｌ＝　 683ｍ

防護柵Ｌ＝ 1,069ｍ

照明灯 1基

目 交通安全施設整備費

小　事　業

予
算
科
目

6

款8

交通安全施設整備事業費

土木費
基
本
計
画

生活を支える基盤をつくる

地域の個性が輝き融和するまち

快適な生活環境を実現できる地域にする

第 6 章

第 3 節

( 2 )

交通安全施設整備事業

　交通弱者の安全を確保し、交通事故を減らすために、交通安全施設の整備を実施。路肩の視認性を高
めるため区画線や歩行者が安心して歩行できる歩道の設置、照明灯や防護柵等を整備。

2

目的及び事業内容

　歩道や区画線、防護柵、道路照明灯等の設置により交通環境の改善を図る。

取　組　実　績

項 道路橋りょう費

事　業　名

成　　　　果

事業費

年度

内容

　歩道や区画線、防護柵、道路照明灯等の設置により交通環境の改善が図られた。

一般財源国(県)支出金 地方債

決算額の財源内訳

区画線Ｌ＝24,429ｍ

30,000,000

　交通事故を減らし、交通弱者の安全を守るために、従来どおり交通安全施設整備は必要。

30,000,000

成果に係る評価

30,000,000

予算額

（単位：円）

その他
予算の執行状況

決算額
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1　魚町雨水側溝設置工事　　　　　　　自由勾配側溝（400㎜×400㎜～800㎜）  　Ｌ=366.8ｍ

請負額 　 1,207,500円

請負額   　 766,500円

小　事　業 道路新設改良事業費・一般下水路管理費

目

予
算
科
目

款8
基
本
計
画

自然災害による被害を軽減する

第 4 章土木費

目的及び事業内容

　魚町地内の雨水排水施設の敷設換え。
　魚町の雨水は、現在雨水管により排水されているが、本来規制されている加工排水が原因の硫化水素
等により腐食が進み道路陥没が発生している。また、高潮時は雨水管を海水が逆流、道路冠水が発生し
市場運営の障害となっている。
　この状況を改善するため排水方法を雨水管から道路側溝に変更し、側溝整備終了箇所から雨水管の閉
塞を実施するもの。

項 道路橋りょう費 第 7 節

道路新設改良費
下水路費

( 1 )

災害に対する備えを充実する2

4
7

事　業　名

請負額 　16,812,600円

5　魚町雨水管マンホール閉塞工事　　  　　　マンホール閉塞（水中コンクリート）　Ｖ=　50㎥

取　組　実　績

安心して健やかに暮らせるまち

魚町雨水側溝整備及び魚町雨水管撤去事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 自由勾配側溝（400㎜×600㎜～800㎜）  　Ｌ= 86.0ｍ

請負額　 17,736,600円

成果に係る評価

　宮城県が施工している漁港道路の側溝設置は平成22年度で完了予定。
  閉塞工事で新たな施工必要箇所が判明した。
　平成22年度末の進捗率が側溝整備で83.52％、雨水管閉塞が58.54％と県に対して進捗率が大幅に遅れ
ている。

成　　　　果

H19

40.0ｍ

その他 一般財源

36,587,287

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債

95,857,300 88,923,487 52,336,200

2　魚町雨水側溝設置（その２）工事　　自由勾配側溝（400㎜×400㎜～700㎜）  　Ｌ=383.2ｍ

6　魚町雨水管マンホール閉塞（その２）工事　マンホール閉塞（水中コンクリート）　Ｖ=　31㎥

　側溝整備及び老朽化した雨水管を撤去することで魚町3丁目地区の速やかな雨水排除と公衆衛生の向
上が図られた。

請負額 　17,787,000円

請負額　 10,705,800円

4　魚町雨水管閉塞及び側溝設置工事　　雨水管閉塞（φ500㎜～800㎜）  　　　 　Ｌ=631.7ｍ

3　魚町雨水側溝設置（その３）工事　　自由勾配側溝（400㎜×600㎜～800㎜）  　Ｌ=222.0ｍ

H22 1,058.00ｍ 631.7ｍ

H21 449.90ｍ 182.4ｍ

174.15ｍH20

側溝設置 雨水管撤去（閉塞）

227.5ｍ

整備延長

376.00ｍ

撤去(閉塞)延長
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1

2

　未改良の水路を整備することにより、雑草の繁茂や有害な昆虫の発生低減と降雨時の流下能力が向上
し、住環境の向上が図られた。

伊原津下水路改良工事　Ｌ＝48.0ｍ  石巻市伊原津二丁目地内

五性橋・万石町下水路改良工事　Ｌ＝31.0ｍ　石巻市流留字新堤下地内

請負額　3,743,250円　自由勾配側溝（900㎜×1,100㎜）

その他国(県)支出金

3,608,963

　下水路整備のため一時的に工事費を要するが、未整備時に毎年要していた除草・浚渫のための維持管
理経費が軽減される。

成果に係る評価

（単位：円）

予算額 決算額

一般財源

決算額の財源内訳

地方債

3,743,2507,352,2138,000,000

成　　　　果

　一般下水路の機能が保持でき、効果的な雨水等の排除により、住民の健康と財産を守るとともに、地
域の生活環境の改善と公衆衛生の向上が図られる。

予算の執行状況

取　組　実　績

予
算
科
目

第 5 章

道路橋りょう費 第 2 節

8 土木費

請負額　3,008,250円　自由勾配側溝（1,000㎜×900㎜～1,100㎜）

( 2 ) 生活環境を保全する7

款 心ゆたかな誇れるまち
基
本
計
画

事　業　名

2 項 身近な自然や生活環境を守る

一般下水路整備事業

一般下水路建設改良費

目 下水路費

小　事　業

目的及び事業内容
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成　　　　果

前網前浜の4

井内の2

月浜の3

泊浜

　急傾斜地崩壊危険箇所は、平成21年6月現在 716箇所（土石流319箇所　急傾斜397箇所）あり、宮
城県ではこれまでに、214箇所（土石流128箇所　急傾斜86箇所）の対策事業を行っている。

H22

実施事業概要

　

H21年度

取　組　実　績

款 土木費

項 道路橋りょう費

　宮城県において、毎年5箇所程度急傾斜地対策事業を実施しており、当市においては相応の負担をし
ている。
　また、毎年6月は土砂災害防止月間としており、6月第1週には県と市合同で土砂災害危険箇所パト
ロールを実施している。

県営事業負担金

土砂災害に対する安全性の向上が図られた。

安心して健やかに暮らせるまち

2

8

第 7 節 災害に対する備えを充実する

急傾斜地崩壊対策事業費 ( 1 )目

第 4 章

事　業　名 県営事業費負担金（急傾斜地）

自然災害による被害を軽減する

目的及び事業内容

　土砂災害に対する安全性の向上を図る。

予
算
科
目

小　事　業

基
本
計
画

8

地方債

成果に係る評価

　宮城県主体事業であるが、市民に重大な被害を及ぼす可能性があるので継続して事業を進める。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額

18,542,000

決算額

18,852,000 18,542,000

19,100千円 18,542千円

決算額の財源内訳

その他 一般財源

負担金額

国(県)支出金

崎山

場所

小島小島

泊浜

前浜の2

井内の2
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決算額の財源内訳

決算額

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

一般財源

H20

81.3％

16,000人15,000人

15,260人

300,000300,000 250,000

その他

予算額

（単位：円）

地方債

港湾費 石巻独自の技術開発や新産業を創出する

基
本
計
画

( 5 )

第 1 節

土木費

予算の執行状況

第 3 章

国(県)支出金

50,000

石巻港の整備・利用促進を図る

　石巻港が地域経済に果たしている役割を多くの方々にＰＲし、港の重要性の理解に繋げるとともに、
港を活用した地域の活性化を図る。

港湾管理費

港湾振興事業（港湾感謝祭）

港湾管理費

4

予
算
科
目

1 目

取　組　実　績

項

8 款

　石巻港の重要性をより多くの方々にＰＲすることが主目的であり、今後についても来場者数を指標と
して考えたい。

港湾感謝祭の来場者数

目的及び事業内容

小　事　業

事　業　名

H19

32,000人17,000人

 平成22年10月3日(日)石巻港大手埠頭で実施。

　宮城海上保安部巡視船「ざおう」「くりこま」の一般公開。
　石巻港に関係する官公署や企業による港の役割等の紹介のほか、市民団体や地元高校生等による
様々な企画やステージイベント等を行った。

実績

達成率

成果に係る評価

成　　　　果

主な指標項目

95.4％ 188.2％

　石巻港が地域経済に果たす役割や重要性が多くの市民に認識された。また、港を活用した地域の活性
化が図られた。

32,000人15,000人

H22H21

26,000人

100.0％

目標
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1

2

(1)　7月29日(木)石巻港大手ふ頭にて、にっぽん丸歓迎「石巻港サマーフェスタ」を開催。
　 　客船「にっぽん丸」の初寄港を歓迎して、大漁旗がはためく中、消防音楽隊の演奏、シージェ
　 ッター海斗の水上バイクによるお出迎えなど盛大に入港歓迎セレモニーを開催し、会場では、観
　 光物産テントで港町ならではの特産品などを販売した。
　 　悪天候により午後3時30分以降中止。

1

大型客船寄港回数

目標

実績

達成率 －

客船会社へのポートセールスを実施

大型客船歓迎・歓送セレモニーの実施

(1)　8月6日に客船会社4社へポートセールスを実施した。

(2)　11月25日･26日に客船会社2社へポートセールスを実施した。

主な指標項目

　石巻港のイメージアップは、石巻港への投資を促し、石巻港への企業誘致、入港貨物船の増加等の契
機となるものである。

　客船の寄港は港内静穏度向上の証明であると共に石巻港のイメージアップにもつながる。

　石巻港における客船寄港による観光消費等の経済波及効果を把握し、今後の客船誘致活動の取り組み
に反映させていきたい。

H22H20

　客船誘致=観光客誘致に繋がる。

－－

地方債国(県)支出金

1

100％－

－－

（単位：円）

第 3 章 地域資源を活かして元気産業を創造するまち

4 項 港湾費 第 1 節 石巻独自の技術開発や新産業を創出する

基
本
計
画

( 5 ) 石巻港の整備・利用促進を図る

予
算
科
目

2 目 港湾建設推進費

土木費8 款

成果に係る評価

港湾建設推進費

事　業　名 港湾整備促進事業

　石巻港立地企業及び港湾背後圏の産業発展に資する物流拠点としての港湾整備の推進を図る。
　石巻港の利用促進を図り、港湾整備に繋げる一つの方策として、客船誘致活動を積極的に行う。

目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

H21

一般財源
予算の執行状況

予算額

1,890,980

決算額の財源内訳

決算額

1,329,100 1,329,100

その他
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予算の執行状況
予算額

1,607,000

決算額の財源内訳

決算額

1,606,500 1,606,500

その他

成果に係る評価

都市計画策定費

事　業　名 都市計画図作成事業

　都市計画図は、都市計画法に基づく土地利用における計画や規制のほか、都市施設及び市街地整備に
ついての位置や区域等を表示するものであり、市域の土地利用に関する計画確認の適正化を図る。

目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

　石巻市都市計画基本図（1万分の1）について、主要地形で経年変化がある部分を更新し、それをもと
に、これまで別葉となっていた石巻地区と河南地区の都市計画区域を1枚の図面に収めた都市計画総括
図（1万5千分の1）を編集した。

予
算
科
目

1 目 都市計画総務費

土木費8 款 第 6 章 地域の個性が輝き融和するまち

5 項 都市計画費 第 3 節 快適な生活環境を実現できる地域にする

基
本
計
画

( 1 ) 良好な地域を形成する

　都市計画図の作成（修正）により、都市計画法に基づく土地利用の計画や規制の確認の適正化が図ら
れた。

　市の土地利用計画を策定・運用するにあたり、今後も適正な時期に作成（修正）を行う必要がある。

地方債国(県)支出金

（単位：円）

一般財源
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成果に係る評価

一般財源
予算の執行状況

予算額

1,287,664,000

決算額の財源内訳

決算額

604,939,825

（単位：円）

石巻工業港曽波神線街路整備事業費

事　業　名 石巻工業港曽波神線街路整備事業

地域間連携により、大きな魅力を創出する

予
算
科
目

3 目 街路整備事業費

基
本
計
画

( 2 ) 日常生活を支える道路網を形成する

　全体計画：延長951ｍ、幅員27～42ｍ
　石巻工業港と三陸縦貫自動車道 石巻河南ＩＣを接続する石巻市都市圏道路網の骨格をなす重要幹線
道路であり、交通の円滑な処理と交通量の増大に対処するとともに石巻圏域の産業経済の活性化に寄与
する。

8 款 土木費 第 6 章 地域の個性が輝き融和するまち

5 項 都市計画費 第 2 節

目的及び事業内容

小　事　業

14,973,825

その他

0265,500,000

地方債国(県)支出金

324,466,000

　橋梁・擁壁工事を計画的に実施すると共に、事業に必要となる用地取得の進展が図られた。
　なお、本路線は、三陸縦貫自動車道の整備延伸、蛇田地区への大型商業施設の進出などによる物流等
の増加や、また、緊急輸送道路、避難路としても重要な路線で、本路線の全線供用が急務であり、事業
の推進を図る必要がある。

取　組　実　績

　(1)用地購入面積　100.75㎡

3　業務委託の実施

1　工事の実施

　橋梁下部工新設及び擁壁新設工事の実施及び事業に必要となる用地取得等の実施により、三陸縦貫自
動車道へのアクセス性の向上、市内交通体系の円滑化に向けた街路整備事業の促進が図られた。

成　　　　果

　   橋梁下部工新設　　　　橋脚4基

　　 擁壁新設　　　　　    Ｌ=171.334ｍ　Ｈ=1.77～7.6ｍ　Ｗ=22.9～23.4ｍ

2　事業に係る用地取得

　(2)補償費（建物移転料等）　4件

     石巻工業港曽波神線測量業務
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一般財源
予算の執行状況

予算額

1,848,392,000

決算額の財源内訳

決算額

1,726,331,200

（単位：円）

総合運動公園建設推進費

事　業　名 石巻市総合運動公園（防災公園）整備事業（第三工区）

市民が個性を活かして輝ける機会をつくる

予
算
科
目

7 目 運動公園建設推進費

基
本
計
画

( 2 ) 市民の主体的なスポーツ活動を支援する

　全体計画約39.2ha　うち第一工区の約14.2haは整備供用開始済み。残る25haの未整備部分のうち、第
三工区について防災機能を兼ね備えた都市公園（運動公園）として整備する。
　・体育・スポーツの振興
　・災害時における市民の安全確保

8 款 土木費 第 5 章 心ゆたかな誇れるまち

5 項 都市計画費 第 4 節

目的及び事業内容

小　事　業

141,231,200

その他

1,149,900,000

地方債国(県)支出金

435,200,000

成果に係る評価

成　　　　果

取　組　実　績

　立地特性を活かし、平常時には、緑につつまれた市民の憩いとスポーツ活動による交流の場として、
また、災害時には、住民の避難・救援活動の拠点として機能する「石巻市総合運動公園」の整備であ
り、平成23年3月11日に発生した東日本大震災での防災拠点等として本公園が担った役割を踏まえて
も、本市の防災上、最も重要な拠点の一つとなることから、本公園の整備促進により、安全で快適なま
ちづくりを図って行く必要がある。

1　事業に係る用地取得

　(1)用地買戻面積　134,509.02㎡

　石巻市総合運動公園の第三工区の用地買戻しにより、必要となる事業用地が確保され、事業促進が図
られた。
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工事の実施

1 石巻駅前駐輪場整備工事

2 石巻駅前緑化工事

3 石巻駅前にぎわい交流広場整備工事

　都市再生整備事業として、石巻駅前にぎわい交流広場整備工事等に係る工事の着手により、中心市街
地の活性化に資する事業の促進が図られた。

成　　　　果

取　組　実　績

4 立町二・駅前北通り一丁目線（仮称：食彩通り）舗装改良工事

　中心市街地へのにぎわいの再生を目指す必要があり、平成23年3月11日に発生した東日本大震災にお
ける津波等による被災を受けた地区であるため、あらためて都市再生整備の検討を図る必要がある。

第 6 節

目的及び事業内容

小　事　業

250,000

その他

4,300,000

地方債国(県)支出金

魅力的な中心市街地を形成する

　都市機能の再配置とストックの活用による中心市街地へのにぎわいの再生を目指す。
1 石巻駅周辺を市民や来訪者が安全快適に利用ができ、集い憩いの空間としての魅力を高める。
2 市民や観光客が「萬画」の魅力を楽しみながら回遊し休息のできるまちなかを形成する。
3 公共空間を活用し商業者の積極的な取り組みを促し集客力の向上による商業活力の再興を図る。

8 款 土木費 第 3 章 地域資源を活かして元気産業を創造するまち

5 項 都市計画費

都市再生整備事業費

事　業　名 都市再生整備事業

人々が集い、住み、楽しく過ごせる中心市街地を再生
する

予
算
科
目

9 目 都市再生整備費

基
本
計
画

( 2 )

成果に係る評価

一般財源
予算の執行状況

予算額

35,400,000

決算額の財源内訳

決算額

4,550,000

（単位：円）
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予算の執行状況
予算額

89,677,000

決算額の財源内訳

決算額

89,523,054 5,440,054

その他

成果に係る評価

地域住宅整備事業費（公的賃貸住宅）

事　業　名 地域住宅整備事業

　ストック住宅の設備改善を図り、法的基準確保や避難等の安全を確保することにより、安心できる住
まいの実現を目指す。また、快適な住環境整備を図ることにより、住み良い住宅でゆとりある住まいを
実現し、地域づくりにつながるような住環境向上を目指す。

目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

予
算
科
目

1 目 住宅管理費

土木費8 款 第 6 章 地域の個性が輝き融和するまち

6 項 住宅費 第 3 節 快適な生活環境を実現できる地域にする

基
本
計
画

( 2 ) 生活を支える基盤をつくる

　耐用年数が経過した市営住宅が多く、住環境の悪化が進んでいるが、莫大な事業費が掛かることから
市の厳しい財政状況上建て替えは困難となっている。今後については、平成22年度に策定した「公営住
宅等長寿命化計画」と連携したストック住宅の改善事業を計画的に実施し、住環境の整備が図られるも
のと考える。

44,700,000

地方債国(県)支出金

39,383,000

（単位：円）

一般財源

　断熱防水工事、下水道接続工事、ガス配管改修工事を実施することにより、快適な生活環境の確保が
図られた。また、公営住宅等長寿命化計画を策定したことにより、平成23年度から平成32年度までの10
年間における公営住宅の整備方針を示すことができた。

2,415,000円

事　業　名 事　　業　　内　　容

・断熱防水工事（南浜町住宅Ａ～Ｆ号棟、六本木住宅）

・下水道接続工事（水押住宅）

事業費

38,020,500円

37,275,000円

7,738,500円・ガス配管改修工事（水押住宅3号棟、7～9号棟）

地域住宅整備事業

・公営住宅等長寿命化計画策定業務
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3　耐震診断普及びローラー作戦の実施

　　水明地区を対象に、旧建築基準法で建築された木造住宅の耐震診断受診促進及び住民への個別相談

　機会の提供を目的とし、基準時以前の住宅の居住者に本事業のＰＲ活動を実施し、住宅の耐震化につ
い　ての理解増進を図った。

H22

1　木造住宅耐震診断助成事業制度を活用した建築士派遣による耐震診断の実施

　　基準時以前の木造住宅所有者で希望する者に、みやぎ木造住宅耐震診断士を派遣し、耐震診断及び

　改修計画の提案を行った。

2　旧耐震基準の木造住宅所有者への耐震診断の広報活動

　　市ホームページ及び市報への掲載による広報活動を行った。

　木造住宅の耐震診断を実施することにより、現行の耐震設計基準との比較検討がなされ、現行の耐震
設計基準に達しているか、又は達していなければ、耐震改修計画の提案がなされ、次の改修工事又は建
替えによる改善の選択肢の一助となっている。

60件

予算の執行状況
予算額

7,480,000

決算額の財源内訳

決算額

7,480,000 5,610,000 1,870,000

55件診断件数

H21H20H19H18主な指標項目

地域住宅整備事業費（一般住宅）

事　業　名 木造住宅耐震診断助成事業

　昭和56年5月31日以前に着工した木造住宅の所有者が当該住宅の耐震診断を希望する場合、市がみや
ぎ木造住宅耐震診断士を派遣して耐震一般診断及び耐震改修計画の作成を実施し、耐震対策を支援する
もの。
　対象…昭和56年5月31日以前に着工された在来軸組工法又は枠組壁工法による3階建までの戸建て住宅目的及び事業内容

小　事　業

予
算
科
目

1 目 住宅管理費

土木費8 款 第 4 章 安心して健やかに暮らせるまち

6 項 住宅費 第 7 節 災害に対する備えを充実する

基
本
計
画

( 1 ) 自然災害による被害を軽減する

地方債 一般財源その他国(県)支出金

成　　　　果

成果に係る評価

84件 72件79件

取　組　実　績

（単位：円）

　石巻市木造住宅耐震診断助成事業実施要綱に基づいた耐震診断を実施することにより派遣された、み
やぎ木造住宅耐震診断士からの耐震診断結果報告書及び改修計画案の報告を受けることで、所有者をは
じめそこに住む家族が住宅の耐震化への意識を喚起し、或いは深め、次の耐震改修工事の必要性の認識
を深めている。
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　 木造住宅耐震診断助成事業を活用し、耐震診断及び改修計画の作成を実施し、耐震改修工事又は建替え
工事を実施する者の費用負担軽減を図るため本制度を活用した助成を行った。

　市ホームページ及び市報への掲載による広報活動を実施した。

11件耐震改修工事件数

H18

　木造住宅の耐震診断を実施し、現行の耐震設計基準（昭和56年6月以降）に達していない住宅を耐震
改修工事を施すことで、現行の耐震設計基準以上の耐力のあるものに改善した。

42件

4,178,000

国(県)支出金

8,459,000

成果に係る評価

成　　　　果

決算額の財源内訳

H19

地方債 一般財源

安心して健やかに暮らせるまち

予算の執行状況
予算額

8,459,000

決算額

主な指標項目

4,281,000

その他

基
本
計
画

8 款

2　旧耐震基準の木造住宅入居者への耐震改修工事の実施及び補助金制度の広報活動の実施

土木費 第 4 章

自然災害による被害を軽減する

　大規模な地震による住宅被害を減ずるため、市内に存する木造住宅の所有者が当該住宅の耐震改修工
事又は建替工事を実施する場合に補助金を交付し、住宅の耐震化を促進するもの。
　補助金額…改修工事費用の4/9以内（限度額40万円）
　避難弱者加算…改修工事費用の1/6（限度額15万円）

住宅管理費

災害に対する備えを充実する

（単位：円）

　旧耐震設計基準の木造住宅の所有者が耐震化への認識及び自覚を持って木造住宅耐震改修工事を実施
することにより、大規模な地震時に人命が失われるほどの被害は受けないで済む状況を造ることがで
き、より被害の少ない木造住宅へと耐震化が進んでいる。

20件

H22H20

地域住宅整備事業費（一般住宅）

住宅費 第 7 節

目的及び事業内容

木造住宅耐震改修工事助成事業

( 1 )1 目

予
算
科
目

6

事　業　名

項

小　事　業

31件 23件

取　組　実　績

H21

1　木造住宅耐震診断助成事業制度による耐震改修工事費用の軽減
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H22

整備件数

H19

19件 12件14件

H18

小　事　業

　 備の協議を実施した。

2　 狭あい道路整備事業制度による建築主等の費用負担の軽減

　 　狭あい協議により、建築主及び土地所有者等の理解と協力のもと、狭あい道路の整備を進めた。

目的及び事業内容

事　業　名

取　組　実　績

1　石巻市狭あい道路整備要綱に基づいた申出者との随時協議

　　 市街化区域内において、狭あい道路に接する土地に建築物を建築しようとする者及び後退用地又

H20 H21

　建築主及び土地所有者等の理解と協力のもと、幅員4ｍ未満の狭あい道路の整備が促進され、良好な
市街地の形成と居住環境の整備が促進された。

主な指標項目

成果に係る評価

成　　　　果

　石巻市狭あい道路整備要綱に基づいた狭あい協議により、当該道路の拡幅整備が実施され、住環境整
備が進んでいる。

18件14件

997,000

一般財源

1,332,000

地方債 その他

予
算
科
目

1 目

款8

6 項 第 2 節

　 はすみ切り用地内の建築物又は土地について、所有権等の権利を有する者との狭あい道路の拡幅整

日常生活を支える道路網を形成する

　市民及び土地所有者等の理解と協力のもと、幅員4ｍ未満の狭あい道路の拡幅整備を促進することに
より、安全で良好な市街地の形成と居住環境の整備を図る。
　助成対象…工作物移設工事等費用、登記費用、境界立会い費用
　助成金額…損失補償基準要綱により算定した額の3/4以内の額

地域住宅整備事業費（一般住宅）

狭あい道路整備事業

住宅管理費

地域の個性が輝き融和するまち

住宅費 地域間連携により、大きな魅力を創出する

基
本
計
画

( 2 )

土木費 第 6 章

予算の執行状況
予算額

2,557,000

決算額の財源内訳

決算額

2,329,000

（単位：円）

国(県)支出金
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